
平成 28年度 

第 55回全国七大学総合体育大会体操競技 
競技要項 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
主幹	 東京大学運動会体操部 
	 	  
 
 



1.期日	 9月 16日（金）~9月 18日（日） 
 
2.会場	  
〒360-0004 埼玉県熊谷市上川上３００ 
熊谷スポーツ文化公園	 くまがやドーム 
・熊谷駅北口国際バス 3 番乗り場にて熊谷ドーム行乗車、熊谷ドーム下車すぐ（乗車時間
約 20分） 
・熊谷駅北口国際バス 2 番乗り場にて犬塚行乗車、競技場入口下車徒歩 7 分（乗車時間約
15分） 
 
3.参加資格 
	 （1）七大学（北海道大学、東北大学、東京大学、名古屋大学、京都大学、大阪大学、九

州大学）に学籍を有する者。（学部学生であり、過去の七大戦への参加が 3 回以下
の者に限る。） 

	 （2）七大学体操部の関係者で、（1）に該当しない者。オープン参加のみこれを認める。 
 
4.参加者 
	 （1）チーム参加 
	 ・七大学は各大学 1チームずつの参加を認める。男子は 5,6名、女子は 3,4名とする。 
	 ・いかなる場合も男子団体 4名以下、女子団体 2名以下の場合、団体参加を認めない。 
	 ・チームメンバーは七大学に学籍を有する者に限る。 
	 （2）個人参加 
	 ・団体戦に参加しない者はすべて個人参加とする。 
	 ・学外参加者はオープン参加とする。 
	 ・オープン参加者の点数は個人総合・種目別選手権の順位から除き、表彰もされない。 
 
5.選手変更 
	 選手の変更は 17日の受付までに選手変更用紙を提出すること。 
 
6.新技申請 
	 新技申請は 16日の受付までに新技申請用紙を提出すること。 
 
7.競技方法 
	 （1）適用規則 
	 ・男子は 2013年度版採点規則、2013年度内規および体操競技委員会情報最新号（23号

訂正版）に加えて後に示すローカルルールを適用する。 



	 ・女子は、2013年版採点規則(変更規則Ⅱ)および体操競技委員会情報最新号（23号）に
加えて後に示すローカルルールを適用する。 

	 ・団体および個人の開始種目は本部において決定する。個人の試技順は繰り上がりとす

る。 
	 

	 

（2）競技種目	 
	 ・男子は床、鞍馬、吊り輪、跳馬、平行棒、鉄棒の 6種目にて競技する。 
	 ・女子は跳馬、段違い平行棒、平均台、床の 4種目にて競技する。 
 
（3）採点方法 
・採点は男子競技は D1兼 E1、E2の二審制、女子競技は D、E1、E2の三審制で行う。 

 
	 （4）順位の決定 
・男子団体総合選手権：各種目の上位 5 名の得点の合計得点により決定する。 
・女子団体総合選手権：各種目の上位 3 名の得点の合計得点により決定する。 
・個人総合選手権：全種目の総合点により決定する（オープン参加者を除く）。 
・種目別選手権：各種目の得点により決定する（オープン参加者を除く）。 
 
※男子団体総合選手権の結果を第 55 回全国七大学総合体育大会体操競技の得点とする。
得点は優勝 10pt、二位 8pt、三位 6pt、四位 4pt、五位 3pt、六位 2pt、七位 1pt とす
る。該当団体なしもしくは得点なしは 0ptとする。 

 
	 （5）表彰 
・団体総合選手権：1~7位に賞状を授与する。優勝校はトロフィーも授与する。 
・個人総合選手権：1~6位に賞状を授与する。 
・種目別選手権：1~6位に賞状を授与する。 
・新人戦個人総合選手権：各大学の一年生 1~6 位に賞状を授与する。一年生で個人総合
選手権に入賞したものはそちらを優先し、順位の繰り上げをおこなう。 

・新人戦種目別選手権：各大学の一年生 1~6 位に賞状を授与する。一年生で各種目の種
目別選手権に入賞したものはそちらを優先し、順位の繰り上げをおこなう。 

 
8.補助役員 
	 各大学は下記の通りの補助役員を派遣すること。 
【17日】北大 2名、東北大 3名、東大 0名、名大 3名、京大 3名、阪大 4名、九大 3名 
※男子個人 A、B班以外から派遣をおこなうこと。 



【18日】北大 2名、東北大 0名、東大 0名、名大 8名、京大 3名、阪大 7名、九大 7名 
※男子団体、女子個人、女子団体班以外から派遣をおこなうこと。 

 
	 ※この審判割り当ては暫定版である。補助役員派遣が厳しいと考えられる大学は８月２

６日（金）までに後藤義景（gto.yoshi.kage.510@gmail.com）まで連絡すること。 
 
	 ・補助役員は補助役員会議に参加すること。 
	 ・補助役員会議はタイムスケジュール（別紙）に記載された時間帯に本部前にておこな

う。 
	 ・仕事内容はゆか、跳馬の線審、得点板表示、得点記録・計時のいずれかである。 
	 ・補助役員に服装の指定はない。 
	 ・補助役員は両日同じ人物を派遣してもかまわない。 
 
9.受付 
	 ・受付は体育館の開場後、9/16(金)の 12:30～13:00 に１F メイン入り口付近のエントラ
ンスホールにておこなう。 
・各大学は会場に到着次第すぐに受付を行うこと。 

	 ・受付は各大学の出席も兼ねているため必ず行うこと。 
	 ・受付時に新技申請用紙、選手変更用紙、プラカードを回収する。選手変更用紙は 17日

（土）まで受け付けるが、新技申請用紙、プラカードは 16日（金）までとなっている
ので注意すること。 

	 ・いかなる理由でも指定時間以降の提出は一切受け付けない。 
	 ・新技申請用紙、選手変更用紙は部報に添付する。 
	 ・選手宣誓の打ち合せをするため、前年度の男女団体総合優勝校の主将はそれぞれ 17日

の受付時に集合すること。 
 
10.その他競技に関すること 
	 ・ゼッケンは各大学で準備すること。寸法は 15cm×20cm で男子は黒字、女子は赤字で

ゼッケンナンバーを記入すること。ゼッケンナンバーは部報にて発表する。 
	 ・霧吹きは各大学から持参したものを使ってもよい。ただし、その場合霧吹きに大学名

の記載をすること。 
	 ・炭酸マグネシウム、音楽用デッキ、応急処置の氷は本学が準備する。 
	 ・各大学の音響機材の持ち込みは可とするが音響機材に問題が生じた場合、本学は一切

の責任を負わない。 
	 ・セッティング、カッティングは各大学必ず参加すること。 
・各選手は学生証を持参すること。本大会実行委員本部による本人確認が行われる可能



性がある。 
	  
 
11.参加について 
・参加費は以下の通りである。各大学は、本大会の参加人数とレセプション・二次会参

加人数、T シャツの購入枚数を確認し、必要な代金を下に示す口座へ 8 月 26 日（金）
までに振込みをおこなうこと。 

	 	 	 大会参加費	 2000円 
	 	 	 保険代	 600円 
	 	 	 レセプション代	 3600円 
	 	 	 カラオケ代	 学生（学生証を持参すること）	 2600円	 社会人	 3100円 
      Tシャツ代	 	 1700円/枚 
	 	 	 【振込先】  三菱東京 UFJ銀行 
  	 店番:222 
	 	 	 	 	 	 	 	 	 支店名:三鷹支店 
	 	 	 	 	 	 	 	 	 口座番号:0383319 
	 	 	 	 	 	 	 	 	 口座名義:林	 勇太（ハヤシユウタ） 
 
 
	 ※振込みは各大学の体操部とわかる名義で振り込むこと。 
	 ※振込はエントリーシートに記入した通りの金額を一括して上記の口座に振り込むこと。 
	 ※締切期日以降の欠場は認めるが原則として参加費は返還しない。 
  



試	 合	 規	 則 
1.男子競技規則 
・男子競技は 2013年度採点規則と 2013年度内規および体操競技委員会情報最新号（23
号）に加え、以下のローカルルールを設定する。 

 
（1）終末技について 
終末技の難度によって以下のように要求グループⅤの加点をおこなう。 
・A難度…特別要求のグループⅤから 0.10の加点をおこなう。 
・B難度…特別要求のグループⅤから 0.20の加点をおこなう。 
・C難度…特別要求のグループⅤから 0.30の加点をおこなう。 
・D難度以上…特別要求のグループⅤから 0.50の加点をおこなう。 
 

（2）技の認定と難度の認定について 
次頁の技についてあらかじめ難度・要求の認定をおこなう。ただし相応の実施減点が課

される。これ以外に認定を希望する技がある場合は新技申請用紙に記入の上受付に提出

すること。 
 
（3）鞍馬の終末技のやり直しについて 
	 鞍馬の終末技のやり直しは何度でも認めるが、相応の実施減点が課される。 
 
（4）その他 
	 ・吊り輪、鉄棒に加え、跳馬、平行棒においても補助者を 1人まで認める。 
・危険な実施にともない補助者が選手の身体に触れてもその技の難度不成立と実施減点

は課されない。 
・吊り輪、跳馬、鉄棒においてピタリマットの使用を許可する。 

	 ・技数が 7 技に満たないもしくは表に示した認定技を使って 7 技を満たした演技につい
て、審判は演技の修練度によって相対的な評価をおこなうことができる。 

 
男子難度・要求認定一覧 
種目 技名 難度 要求グループ 

ゆか なし 

鞍馬 四つ足交差 - - 

吊輪 
屈腕翻転逆上がり倒立 C Ⅱ 

屈腕後ろ振上がり倒立 C Ⅱ 

跳馬 なし 

平行棒 後ろ振り上がり支持 - - 



棒下宙返り直接腕支持 A Ⅳ 

鉄棒 

前方支持回転 - - 

後方支持回転 - - 

足裏支持回転（ひねり）下り - - 

蹴上がり支持 A Ⅲ 

足裏支持回転（ひねり）倒立 A Ⅲ 

アドラー45°未満 B Ⅳ 

屈腕、角度減点及びその他の減点は伸腕、倒立位の裁きと同一枠とする。 
 
2.女子競技規則 
・女子競技は 2013年度版採点規則の変更規則Ⅱに則り採点を行う。また体操競技委員会情
報最新号（23号）を適用する。 
ただし、七大戦特別規則として、変更規則Ⅱを以下の通り、部分変更する。 
 
＜A（0.10）の難度を認められる要素・難度はつかないが技数として認められる要素＞ 
変更規則Ⅱの＜A（0.10）の難度を認められる要素＞を、以下の表に差し替える。 
これ以外に認定を希望する技がある場合は新技申請用紙に記入の上受付に提出すること。 
 
女子難度・要求一覧 
種目 技名 難度 CR 

跳馬 台上前転 
D.Score 1.0 
E.Score－6.0 

段違 
平行棒 

そんきょから高バー懸垂*1 - - 
かけて蹴上がり A - 
（高棒から）ふり逆上がり*2 A - 
足裏支持前方回転（抱え込み） A - 
足裏支持後方回転（抱え込み） A - 
高棒～棒下振出し下り A ５ 

平均台 

伸身とび A - 
かかえこみとび A - 
前転 A - 
後転 A - 
側転降り A ５ 

ゆか 
側方倒立回転 A - 
倒立前転 A - 



前方倒立回転 A - 
後方倒立回転 A - 

 
その他、以下の事項を追加する。 
＜器械器具に関して＞ 
・跳馬、段違い平行棒、平均台においてセーフティーマットの使用を許可する。 
 
＜跳馬＞ 
・跳馬に背中・頭が接触した場合は、無効とはせず、背中・頭が接触するごとにそれぞれ

3.0点ずつ Eスコアから減点する。 
Ex)	 転回で頭のみ跳馬に接触した場合→Eスコアから-3.0点 
	 	 	 転回で背中が跳馬の端にぶつかった場合（頭はついていない）→Eスコアから-3.0
点 
 
＜段違い平行棒＞ 
・落下した後の演技の再開は、落下時の体勢に至ったところから採点の対象とする。なお、

落下時の体勢は、低棒支持、低棒懸垂、高棒支持、高棒懸垂のいずれかで判断する。これ

は、故意に落下し、不連続な演技構成によって技数を増やそうとすることを防ぐためであ

る。 
以下に具体例を示す。 
Ex)	 ・高棒懸垂から落下し、再び高棒に懸垂するために実施する、そんきょ～高棒懸垂（そ
んきょ～高棒懸垂は技に数えない） 
・高棒支持から落下し、再び高棒支持するために実施する、高棒懸垂～逆上がり（高棒懸

垂～逆上がりは技に数えない） 
・高/低棒支持から落下し、再開するための低棒逆上がりに失敗して落下（低棒逆上がりの
落下減点なし） 
・そんきょで低棒の上に立ったが、高棒に懸垂できずに落下し、再びそんきょ～高棒懸垂

に挑戦し、成功（落下時の姿勢は低棒支持と判断され、そんきょ～高棒懸垂が技に数えら

れる） 
・高棒から落下したあと、高棒に戻らずに低棒で終末技を実施（終末技は認めない） 
 
＜その他留意事項＞ 
・演技の採点は、本大会試合規則に基づく加点・減点の積み上げによることを原則としつ

つも、審判員は次の点に留意し、客観的に見た演技の習熟度と得点の整合性を確保するよ

うに努め、公正・公平な採点を行うこと。 



-七大戦特別規則によって特例的に認める技は、初心者の習熟度に幅を持たせることを目的
に認めたものであって、本来目指すべき一般ルールの技よりも技術水準が低いものである

こと。 
-技と技をつなぐ動きを体操的に美しく実施することも、努力と技術力を要するものであり、
技の実施が同程度の水準の場合、競争性を確保するために「つなぎ」の質の優劣を評価す

ることが必要であること。 
  



 
タイムスケジュール 

 

 
レセプション 
レセプションは上尾個室居酒屋柚柚 ～yuyu～ 上尾駅前店にておこなう。 
※大会終了後、体育館から会場までは路線バスでの移動となります。発車時刻に間に合う

よう、速やかな移動にご協力お願いいたします。 
（地図） 



 
 
二次会はビッグエコー上尾店にておこなう。 
（地図） 



 


